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歯科衛生士学生の口腔内への意識と歯科保健行動の変化
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わが国では現在う蝕は減少傾向にあるが,歯周疾患は増加傾向にある.ま た,定期健診に来院する者や歯

磨き時間・同数は他国に比べて少ない.理由は, 自身の回腔内にあまり関心のない者が多いと仮定した.そ

こで,M短期大学歯科衛生士学科に入学した学生を対象に調査し,各学年で口腔内への意識や歯科保健行動
に差がでるか調査を行った.対象はM短期大学歯科衛生士学科 1年生57名 (188± 247歳),2年生46名 (195
±204歳), 3年生36名 (20.7± 304歳)の女性,合計139名である.

その結果,1日 の歯磨き回数,歯磨き時間は学年が上がるごとに増加傾向にあった.歯磨き時間は, 1年
生に5分未満の者が他学年より有意に多く(p<005),5～ 10分の者は他学年より有意に少なかった (p<OЮ l).

3年生は5分未満の者が他学年より有意に少なく (p<OЮ l).5～ 10分の者が他学年より有意に多かった

(p<005).各 学年で有意差が出た理由は,歯科について学び始めたばかりで歯磨きの重要性や口腔内細菌が

歯肉への悪影響を正確に知らないため,セルフケアに積極的になれない者,臨地・臨床実習や勉強のストレ

スから歯磨き時間が短い者がいると推測した.10分以上の者の半数者が歯科矯正中や補助用具を使用してい

るためと推測した.

補助用具の使用,定期歯科検診の受診率,歯肉腫脹・出血は学年が上がるごとに減少傾向にあった.学年

間で差がなかった項目に関しては,歯磨きの丁寧さ,回数の変化,審美歯科への興味であった.口腔内の気
になる点に関しては, 3学年ともに歯の色,歯並びと回答した.

歯科保健行動に関しては日々の学習や実習を通して養われ,知識は増えるが,実際に行動に移す者や習熟

度は個々の学生によって異なるため,歯磨きや補助用具などの適切な使用方法を習得する力を養っていく必

要がある.

キーワード:歯科衛生士学科,日腔内への意識,歯科保健行動
Keywords::Departrnent of Dental:[Iygiene,ュ ヘ、vareness of the Oral Cavity,IDental Health iBehavior
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わが国では,歯を失う原因はう蝕と歯周病が約 8

割を占めている.しかし,現在う蝕罹患率は年々減

少傾向にあり,平成28年の歯科疾患実態調査では,

1人平均DMFT歯数が15～24歳では3■本であり,う

蝕罹患率は平成 5年と比較すると減少している.し

かし,年々増加しているものが生活習慣病である歯

周疾患である
1).4mm以

上の歯周ポケットを有し

ている者の割合が45歳 以降は50%以上が有してお

り,平成11年 と比較すると増加傾向にある。現在 ,

予防歯科と言われているにも関わらず,日 本人は予

防歯科への意識は薄く,平成28年国民健康・栄養調

査によると,定期的に歯科医院へ受診している割合
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がアメリカ,イ ギリスなどの他国では60～ 80%に対

して我が国の20代 では4&3%である.ま た,全年齢
の平均は52.9%で あった

2).理
由は,歯科疾患の知

識も薄く,全身疾患とは異なり,歯科疾患は,悪性
新生物でない限り命に関わることが少ないため一般

の者は回腔内への関心が低いことが原因と思われ

る。

著者自身,M短期大学歯科衛生士学科に入学した
当初は,日腔内への関心も薄く,う 蝕や歯肉炎に罹
患していた。しかし,学年が上がるにつれて歯科知
識も増え,日腔内への関心も高まり,問食の量や回
数が減少し,歯磨き回数が増え,補助用具の使用回
数も変化が見られた.

そこで,M短期大学歯科衛生士学科に入学し,日 々

歯科の知識を学ぶ学生を対象に自身の日腔内への意

識と歯科保健行動に対する調査を実施し,一般の
人々とどのように差が出るか, また各学年によって

意識や行動に差があるのかについて調査を行った.

Ⅱ.方法及び対象

1.対象者
平成29年 度M短期大学歯科衛生士学科在学の 1,
2,3年生を対象に回腔内への意識の変化,歯科保
健行動についての調査を行った.対象者数は,1年
生57名 (18.8± 2.47歳),2年生46名 (195± 2.04歳 ),
3年生36名 (20.7± 304歳 )の女性,合計139名である.

2.調査方法と時期
調査方法は,質問紙調査法による無記名式で選択
式。一部記述式とした.調査時期は2017年 6月 である.

3.調査項目
質問は以下の10項 目である (図 1).

1日 の歯磨き回数・時間.歯磨きの丁寧さ・回数
の変化.定期歯科検診への受診率.補助用具の使用
状況・使用開始時期.回腔内の気になる点.歯肉所
見.ホ ヮイトニングヘの興味・関心.歯科矯正治療
への興味 。関心.間食の頻度.間食の種類 .

4.統計解析
質問調査項目に関する解析は学年間でχ

2検定を

行った。統計解析ソフトはis―STAR version8.9.lj(β 版)

を使用し,有意水準はp<0.05と した.

5.倫理的な配慮
本研究にあたり,明倫短期大学歯科衛生士学科教
員により審査をし,了承を得て実施した。また,対
象者には研究の趣旨を説明し,研究への協力は自由
意志であり,途中で研究を拒否することも可能であ
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図 1 アンケー ト調査用紙

図2 歯磨き回数

ること,それに生じる不利益は生じないことを伝え
た.ま た研究で得られたデータは匿名性を確保し,
データを研究目的以外には使用しないことを保証す

る旨の説明を行い,書面による同意を得た。

Ⅲ.結 果

1.1日 の歯磨き回数・時間について

1日 の歯磨き回数は,3学年とも1日 3回 と答えた
者が最も多く,1年生824%(47名 ),2年生91.3%(42

名),3年生9■7%(33名 )と いう結果であった.また,

1日 2回 しか磨いていない者の割合が 1年生10.5%
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図 6 補助用具の使用状況
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図 7 補助用具の使用開始時期

は学年間で有意差は認められなかった.

2.歯磨きの丁寧さ 。回数の変化について

歯磨きの丁寧さの変化は, 3学年とも丁寧にする

ようになった者の割合が最も多く,1年生894%(51

名),2年 生978%(45名 ),3年 生972%(35名 )
であった (図 4).

歯磨き回数は,増 えた者が 1年生403%(23名 ),
2年生52■ %(24名 ), 3年生55.6%(20名 )であっ

た.変わらない者が各学年を比較したところ差は認
められなかった (図 5).

3.補助用具の使用状況・使用開始時期について
入学前から歯ブラシ以外の補助用具の使用状況

は, 1年 生35.1%(20名 ), 2年 生39.1%(18名 ),
3年生139%(5名 )であった (図 6).
使用開始時期は 1,2年生が高校生からの使用が

多く見られ,3年生が中学校から使用している者が
多く見られた。小学校から使用している者は,1年

山下愛美 ほか :歯科衛生士学生の口腔内への意識と歯科保健行動の変化
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図 5 歯磨きの回数の変化

(6名 ), 2年生65%(3名 ), 3年 生2.78%(1名 )
と学年が上がるにつれて減少傾向にあった (図 2).

1回の歯磨き時間は,1年生は 5分未満が47.4%
(27名 )で あり, 3分が最も多かった.2年生は 5
～10分が435%(20名 ).3年生は 5～ 10分が55.6%
(20名 )であった (図 3).歯磨き時間は,1年生は
5分未満の者が他学年より有意に多 く (p<OЮ 5),

5～ 10分 の者 は他学年 よ り有意 に少 なかった

(p<0.01).そ の反面,3年生は5分未満の者が他学
年より有意に少なく (p<0.01),5～ 10分の者が他

学年より有意に多かった (p<0.05).10分 以上の者
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図8 定期歯科検診の受診率

図 9 回腔内の気になる点

生が25%(5名 ),2年生が278%(5名 )であっ
た (図 7).

4.定期歯科検診への受診率について
学校の歯科検診以外で定期的に歯科医院へ受診し

ている者は,1年生35.1%(20名 ),2年生34.8%(16

名),3年 生278%(10名 )と いう結果になった
(図 8).

5.口腔内で気になる点について
口腔内で気になる点は,1年 生50.8%(29名 ),
2年生587%(27名 ),3年 生50%(18名 )が歯の
色を選択し,3学年ともに最も多く,半数以上が気
になると回答 した。次に歯並びが多 く,1年 生
368%(21名 ), 2年生56.5%(26名 ),3年生36.1%
(13名 )であった.そ の他は,智歯の違和感 1年生
3.51%(2名 ), 2年 生2.17%(1名 ),嬌正装置で

歯磨 きがやりにくい者が 2年生2.17%(1名 ),知
覚過敏が 2年生2.17%(1名 )と 回答した者が主に
いた (図 9).
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図11 ホワイ トニングを希望する者

6.歯肉所見について

歯肉腫脹や歯磨 き時の出血の有無は, 1年 生

19.3%(11名 ),2年生30.4%(14名 ),3年生13.9%

(5名 )と 2年生が多かったが学年間で差は認めら

れなかった (図 10).

7.ホ ワイトニングヘの興味・関心について
ホワイトニングを希望する者は,1年生80.7%(46

名), 2年 生86.9%(40名 ), 3年 生86■ %(31名 )
であった.ホ ワイトニングヘの興味 。関心が現在な

い者は学年間で差は認められなかった (図 11).

ホワイトニングを希望する者の理由では,3学年
とも「歯が白いと見た目がきれいだから.」 と3学

年の平均80■ %(94名 )の者が回答した。調査当初

すでにホワイトニングをしている者や終えている者

もいた (図 12).

8.歯科矯正治療への興味・関心について

歯科矯正治療を希望する者は,1年生42.1%(24
名),2年生63%(29名 ),3年生528%(19名 )であっ

た。 (図 13).
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図12 ホワイ トニングを希望する理由

図13 歯科矯正治療を希望する者

図14 歯科矯正治療を希望する理由

歯科矯正治療を希望する者の理由は,3学年とも
「見た目が気になるため.」 と3学年の平均722%(51

名)の者が回答 した。他に,歯科矯正治療中の者 ,

話しにくい,磨 きにくいという回答が4■7%(3名 )
であった (図 14).
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図15 間食の頻度

図16 間食の種類

9.間食の摂取頻度について
間食の摂取頻度は,3学年ともに週 4～ 5回 と回
答した者が最も多 く,1年 生54.4%(31名 ),2年
生435%(20名 ), 3年生50%(18名 )で あった。
3学年とも週 1～ 2回やほとんど摂取していない者

の割合が20%前後しか認められなかった (図 15).

10.間食の種類について

間食の種類は,1,3年 生はチョコレー トが 1年
生54.4%(31名 ), 3年 生50%(18名 )で あった.
2年生はスナック菓子が435%(20名 )であった.

ごはんやパンなど主食を摂取 している者も 1年生

526%(3名 ),2年生4.35%(2名 )いた (図 16).

Ⅳ.考 察

1.歯及び口腔に関する意識
歯磨き回数を比較したところ,学年が上がるごと

に1日 3回磨く者が増えたが, 1日 2回 しか磨かな

い者が 1年生の中に10%ほ どいた.そ の背景には,
歯科の知識が増えたことや相互実習を通して回腔内
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細菌についての知識が身についたが,具体的な口腔

衛生管理能力はまだ備わっておらず, また 2回 しか

磨いていない者のほとんどが 1回 当たりの歯磨き時

間が約 3分という短さであるため自身の回腔内にあ

まり関心が見られないと思われる.1年生は, 1日
2回の者や 5分未満の者が他学年より多く,その大

半が歯肉腫脹や歯磨きの際に出血を伴うと回答した

ため,歯肉炎を起こしているのではないかと推測し

た.歯磨き回数の変化に関しては,変化がない者が

大半だが,M短期大学に入学する前から1日 3回磨
いていた者が多く,入学前から日腔内への関心が高

いことが見受けられた.ま た,日腔内へ気を使う者

が現代の若者には多いと推測した.しかし,平成23

年広島県歯科保健実態調査と比較したところ歯磨き

回数が15～ 8,代 は, 1日 2回 の者が472%と 最も

多 く,M短期大学の生徒と差が見られた3).理由は
社会人が多いため外出先や休憩時間が短く,安定し

ていないため昼食後歯磨きができないことが多いか

らと推測した.ま た,接客業以外の者は外部の者と

接することが少なく,日腔内への気遣いが薄いため

うがい程度で済ませる者が多いのではないかと推測

した.

歯磨き時間に関しては,3学年通して10分以上時
間をかけて磨いている者が平均22.5%い たが,半数

が入学前から補助用具を使用,歯科矯正治療中の者

であった。自身の回腔内への関心も高く,歯科矯正

治療で装置があり,時間が延長すると推測した。歯

磨きの丁寧さに関しては, 3学年とも丁寧にするよ

うになった者が90%以上いるが歯磨き時間と比較す

ると5分未満の者が平均356%い た。 1年生は,歯

科について勉強し始めたばかりで半数の者が丁寧に

するようになったが,歯磨きの重要性や日腔内細菌

が及ぼす悪影響を知らず,知識は身に付きつつある

が正確に知らないため,セ ルフケアに積極的になれ

ず時間が短いと推測した.1年生で10分以上の者の
大半は,歯科矯正中や補助用具の使用があるためと

思われる.2年生は,調査当初が臨地 。臨床実習前
のテストや相互実習が多忙の時期にあり,入学後に

は丁寧にするようになったが学習などの忙しさから

時間が 5分未満の者が37%ほ どいるのではないかと

考えた.3年生は,臨地・臨床実習や勉強などでス
トレスから時間が短くなったと思われる.一般の10
～60代は,50%以上が 5分未満という結果であり,
M短期大学の学生と差が認められた4)。 その背景に

は,歯科知識がない一般の者は歯の表面が磨けてい

れば満足し,「丁寧さよりも磨いていればよい.」 と

考えている者が多いためと思われる。

補助用具の使用は,3学年とも差はみられなかっ
た.ま た,高校時代から使用し始めた者が一番多く

見られたが1,2年生の中には小学校からの者もいた.

理由は,歯磨き指導を学校などで聞いたことで,実

践しているのではないかと考えた.平成23年広島県

歯科保健実態調査で,15～ 80代 は使用している者が

36.9%に 対 してM短期大学では,3学 年の平均が
293%と 一般の者のほうが使用率は高かった

3).差

が出た理由は,一般の者は30～ 60代での使用率が高

く,20～ 29歳 とは差は見られなかった.30～ 60代 に

多く見られたのは,定期的歯科検診の有無の結果も

30～ 60代に多く見られており,歯周疾患に罹患して

いるため定期的にメインテナンスとして通っている

者が多く,補助用具の使用率も高いと思われる.

定期的歯科検診については,学年が上がるごとに

減少傾向にあった.3年生は,臨地・臨床実習や勉
強などで定期的に歯科医院へ行く時間がないととも

に,相互実習で回腔内を見る機会が増えたため歯科

医院へ行かなくて満足してしまうのではないかと考

えた.ま た,M短期大学では4月 に歯科検診があり,

そこで異常が見つからない限り歯科医院へ行く必要

を感じていない者が多いと考えた.平成28年国民健

康・栄養調査の結果で,20代～70代の平均529%が

過去一年間で歯科検診を受診したと回答し,M短期
大学と比較したところ20%も 受診率が高かった.し

かし,20代で比較すると48.3%し か受診していない

ことから大差はなかった
2).20代
は,勉強や就職活

動など忙 しいため歯科医院に行っている時間がな

く,日腔内に関心がない者が多いと思われる.比べ

て40代以降は50%の者が受診している.理由は,日

腔内疾患で歯の喪失が生じ,咀口爵に影響し,歯科医

院へ行かざるを得ない者が多いためと推測した.

2.歯及び回腔の状況
口腔内の気になる点は.3学年とも歯の色が平均
53.2%,歯並びが平均43.1%であった.しかし,10～

60代の一般の者は回臭,う 蝕,歯周疾患が上位に来

ている
4).差
が出た理由は,現代の若者はう蝕罹患

率が低 く,歯周疾患に罹患している若者も少ない.

歯科知識が多く,プ ラークコントロールが適切なM
短期大学の者は回腔内疾患よりも歯の色や歯並びと

いった審美歯科に興味を示す傾向にあると推測した。

歯肉所見は, 1,2年生の20%以上が歯磨き時の

出血を訴えた.3年生と比較してみると, 1,2年

明倫紀要 21(1)



生は歯磨きの時間が短く,日腔清掃のやり方が不十

分であり,適切に行われていないと思われる。補助
用具の使用率は,3年生より高いが,こ のような結
果には,補助用具の習熟度が低いことが原因だと思
われる.ま た,平成28年度歯科疾患実態調査では20

代は429%の 者に歯肉出血が認められると調査で分

かっている
1).自
己判断ではあるが,一般の者より

M短期大学の学生は歯科知識が多く,歯周疾患につ

いての知識やプラーク・歯石が歯肉に悪影響を及ぼ

すことを理解しているためプラークコントロールが

適切なので歯磨きの際に歯肉出血が起こる者の割合

が少ないと推測した.

3.審美歯科に対する意識
ホワイトニングは,3学年ともに80%以上が希望
し,60%以上の者が「歯が自いと見た目がきれいだ
から」と回答した.ま た,あ る調査では,5人に 1
人は歯が黄ばんでいると笑顔が台無しと答え,歯が

黄色いと同じ顔でも見た日は 3歳程度老けて見え

る.歯の黄ばみが採用においてマイナスになること

もあり,営業職の人は仕事に対 してもマイナスイ
メージを持たれてしまうと言われている

6).ま
た,

鶴見大学の歯科衛生科の学生は,65%以上の者が自

身の歯の色を変えたいと回答し,その半数が笑った

時に見える前歯部の色を変えたいと回答 してい

た
71。
また現在,自分の肌や顔に合っていない白さ

を求める者が多く,本人に合っているかということ
よりも,見た目重視の考えが強い傾向にあると推測
した.

歯科矯正治療は,すでに歯科嬌正治療を経験して
いる者もいるため,それら以外の者で第一の理由は,

費用が高いからと推測した。また,矯正装置によっ
て見た目が気になる.装置の違和感や歯を動かす時
の痛み,硬い物や粘着性のある食べ物が食べにくい

といったマイナス面が大きいため歯並びは気になる

がこれらの要因で拒んでしまう傾向にあるのではな

いかと思われる.

4.間食の摂取頻度・種類
間食については, 2年生の中にご飯やパンといっ

た主食を間食として摂取している者がいた.その背

景には,近年若者の朝食摂取率が減少しており,昼
食前に空腹になり,主食を摂取している者がいると

思われる.平成28年 国民健康・栄養調査の結果では,
20代 の女性の朝食の欠食者率は23.1%で あり,好ま
しくない傾向にある

2)。

また,0.3%がお菓子を摂取

しており,M短期大学の学生の中にもお菓子を朝食

63

として摂取している者がいるのではないかと推測し

た。また, 2,3年生は実習などで忙しく,朝食を

家で摂取する時間がなく,間食の摂取頻度が増加傾

向にあると推測した.ま た, 3年生は臨地・臨床実

習や勉強などのストレスにより精神的休養を求めて

いるため,間食の摂取が毎日または週 4～ 5回 と他

学年と比較した時に増加傾向にあると推測した.

V.結 論

M短期大学歯科衛生士学科在学の1,2,3年生を対象
に調査を行った結果,下記の結論が出た。

1.歯磨き回数は,3学年とも3回 という回答が最
も多かった.1日 2回の者は,学年が上がるご
とに減少傾向にあった。歯磨き時間は, 1年生

は5分未満の者が他学年より有意に多く,5～
10分の者は他学年より有意差が少なかった。 3

年生は 5分未満の者が他学年より有意に少な

く,5～ 10分の者が他学年より有意差が多かっ
た.10分以上の者は学年間で有意差は認められ

なかった.歯磨きの丁寧さは,3学年ともに丁
寧にするようになった者が多かった.入学前か

ら補助用具の使用率は1,2年生が30%を越えて

いた.

2.歯科検診の受診率は,学年が上がるにつれて減
少傾向にあり,一般の20代 と同様であった.

3.口腔内で気になる点は,歯の色,歯並びが多かっ
た.歯肉所見は, 2年生の30%に 出血傾向にあ
るが,学年が上がるごとに減少傾向にあった.

4.ホ ワイトニングは, 3学年の80%以上の者が興
味を示し,「白いと見た目が良い」が多く,歯
科矯正治療は,3学年の48%弱が興味を示し,
「見た目が気になる」が多かった.

5.間食は,学年が上がるごとに増加していった.

今回の調査で,学年が上がるごとに自身の国腔内
への意識は向上傾向にあった.歯科保健行動に関し
ては日々の学習や実習を通して養われ,知識は増え
るが,実際に行動に移す者や習熟度は個々の学生に
よって異なるため,歯磨きや補助用具などの適切な

使用方法を習得する力を養っていく必要がある.
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